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催
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が
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更
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事
と
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政
を
語
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会
…

白
ア
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に
ご
注
意
…
…
…

十
月
一
日
・
国
勢
調
査
…

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
…

国
保
税
の
税
率
を
改
正
…

無
着
先
生
講
演
…
…
…
：

・
；
n
乙

・
：
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ラ）（6）（5）（5）（4）（き）（ゑ

　　一社会を明るくする運動の
　　　　　　　　　講演会を開催一
「すべての国民が犯罪の防止と罪を犯した人

たちの更生について理解を深め、それぞれの

立場において力をあわせ、犯罪のない明るい
社会をきずこう」

　この全国的な運動が始まって第25回になり

江南村では、この7月12日に裁判所判事の水
野先生を北小体育館にお迎えして、講演会を

開催いたしました。

（8月1日現在）1，896面積…22．34平方キロ世帯8，422（男4，174女4，248）＜村勢＞総人口
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第
二
回
定
例
村
議
会
開
催

　
　
辮
霧
霧
雛
雛
雛
雛
雛
辮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
願
採
択
な

る

　
第
二
回
江
南
村
定
例
議
会
は
、
六
月
二
十
七
日
招
集
さ
れ
、
専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
件
を
は
じ
め
、
十
二
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
（
提
出
議
案
）

専
決
処
分
の
承
認
（
議
案
第
、
二
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
号
）

　
こ
の
専
決
処
分
は
、
村
の
税
条
例
の

一
部
改
正
で
あ
り
ま
す
。

　
四
月
一
日
か
ら
適
用
の
た
め
、
専
決

処
分
し
、
今
回
の
議
会
で
承
認
が
得
ら

れ
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認
（
議
案
第
、
二
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
号
）

　
こ
れ
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

の
補
正
予
算
で
あ
り
ま
す
。

　
高
額
療
養
給
付
費
の
支
給
に
つ
い
て

予
算
に
不
足
が
生
じ
た
た
め
、
補
正
し

た
わ
け
で
す
が
、
今
回
の
議
会
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

字
の
区
域
を
変
更
（
議
案
第
、
二
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
号
）

　
土
地
改
良
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
ほ

場
整
備
が
終
っ
た
上
新
田
地
区
の
字
名

を
、
旧
来
小
字
だ
っ
た
字
名
が
、
大
字

上
新
田
に
改
め
、
小
字
も
整
理
さ
れ
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
四
十

村
道
の
認
定
．
廃
止
西
±
喜
）

　
こ
れ
は
、
村
道
の
認
定
三
十
三
路
線

廃
止
十
八
路
線
、
変
更
三
路
線
で
く

わ
し
く
は
、
役
場
に
図
面
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
か
た
は
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
四
十

役
場
用
地
の
取
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
三
号
）

　
こ
れ
は
、
駐
車
場
用
地
の
拡
張
の
た

め
、
役
場
の
敷
地
に
接
す
る
九
百
十
九

平
方
m
の
土
地
を
購
入
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
四
十

農
道
の
舗
装
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
号
）

　
土
地
改
良
事
業
が
終
了
し
た
北
地
区

の
ほ
場
地
内
の
団
体
営
農
道
舗
装
事
業

で
、
押
切
の
松
の
木
か
ら
樋
春
の
真
光

寺
西
ま
で
、
千
三
百
四
十
三
m
・
幅
五

、
五
m
を
三
ヵ
年
計
画
に
よ
り
、
舗
装

す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
四
十

塩
地
内
農
道
舗
装

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
号
）

　
融
資
単
独
の
農
道
舗
装
事
業
と
し
て

大
字
塩
の
タ
ヌ
キ
塚
か
ら
、
嵐
山
町
に

じ
し

接
続
す
る
七
百
m
・
幅
五
、
二
m
の
農

道
舗
装
工
事
の
実
施
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
四
十

寄
附
の
受
入
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
号
）

　
高
根
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
、
ゴ

ル
フ
場
の
雨
水
を
和
田
川
に
流
す
こ
と

の
条
件
と
し
て
、
和
田
川
土
地
改
良
区

内
の
防
災
工
事
（
二
百
万
円
）
の
寄
附

が
申
し
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第

監
査
委
員
に
増
田
さ
ん
四
＋
七
号
）

　
学
識
経
験
者
の
監
査
委
員
に
、
増
田

明
正
さ
ん
（
大
字
塩
三
六
五
）
が
、
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第

公
平
委
員
に
野
本
さ
ん
四
＋
八
号
）

　
前
委
員
の
岡
部
正
次
さ
ん
の
退
任
に

よ
り
、
後
任
に
、
野
本
秀
雄
さ
ん
（
小

江
川
一
、
五
七
四
）
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
工
事
請

水
道
第
二
次
拡
張
エ
事
負
契
約
）

　
村
の
上
水
道
事
業
と
し
て
、
第
二
次

拡
張
工
事
の
競
争
入
札
（
工
費
一
億
九

千
六
百
万
円
）
に
、
昭
和
水
道
が
落
札

し
、
契
約
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
設
計
業
務
は
、
利
根
設
計
が
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
“

コ
ミ
は
棄
て
な
い

　
棄
て
さ
せ
な
い

　
こ
の
写
真
は
、
六
月
二
十
九

日
に
、
押
切
橋
北
側
の
荒
川
河

川
激
に
棄
て
ら
れ
た
ゴ
、
、
、
を
地

元
役
員
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
熊
谷
市
と
江
南
村
住
民

課
の
職
員
で
取
り
か
た
づ
け
を

行
な
っ
て
い
る
よ
う
す
で
す
。

　
あ
た
り
一
面
に
散
乱
し
、
悪

臭
を
放
っ
て
い
た
ゴ
ミ
も
よ
う

や
く
取
り
除
か
れ
ま
し
た
。

　
き
れ
い
な
環
境
を
守
る
た
め

に
は
、
一
人
一
人
の
心
掛
け
が

大
切
で
す
。
今
後
、
き
れ
い
な

環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
お
互

が
監
視
の
眼
で
見
守
っ
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
。

○
○

　
な
お
、
こ
の
工
事
は
、
四
十
九
年
か

ら
四
ヵ
年
計
画
で
継
続
中
で
す
。

署主
i目

願

　
第
一
回
定
例
議
会
に
提
出
さ
れ
た
請

願
に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
委
員
会
に

附
託
に
な
り
、
審
議
さ
れ
、
今
回
の
議

会
で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
一
「
と
ち
の
実
の
郷
創
立
に
当
り

建
設
費
助
成
に
つ
い
て
」

　
こ
の
請
願
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
務

委
員
会
に
附
託
、
審
議
さ
れ
た
結
果
、

委
員
会
と
し
て
は
、
恵
ま
れ
な
い
子
ど

も
た
ち
を
収
容
し
て
、
保
育
養
育
す
る

こ
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
助
成
す
る
こ

と
が
適
切
で
あ
ろ
う
と
い
う
報
告
が
な

さ
れ
、
全
員
賛
成
で
採
択
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

請
願
二
「
江
南
建
設
組
合
の
助
成
金
復

活
に
つ
い
て
」

　
こ
の
請
願
は
、
産
業
委
員
会
へ
附
託

審
議
さ
れ
、
委
員
会
と
し
て
は
、
建
設

組
合
の
育
成
と
い
う
点
か
ら
も
助
成
は

必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
報
告
が
な

さ
れ
、
全
員
賛
成
で
採
択
と
な
り
ま
し

た
。　

今
回
提
出
さ
れ
た
請
願

1
　
小
江
川
天
王
原
道
路
拡
幅
排
水
工

　
事
の
推
進
…
土
木
委
員
会
に
附
託

2
　
塩
水
引
堀
改
修
工
事
の
助
成
・
：
産

　
業
委
員
会
に
附
託
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散布一
19日癬
延

薬
月
順

農
8

ら
　
　
天

か
は
雨

空
施

』
実

　
病
害
虫
防
除
は

広
い
範
囲
を
く
ま

な
く
同
時
に
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
大
き
い
効
果

が
あ
り
ま
す
。

　
「
つ
ゆ
」
あ
け

と
と
も
に
、
稲
作

の
害
虫
や
病
気
が

活
発
に
な
る
た
め

村
で
は
、
八
月
十

九
日
午
前
五
時
か

ら
、
午
前
十
時
ま

で
の
予
定
で
、
村

内
全
域
を
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
農
薬
散
布
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
が
風
・
雨
・
霧
の
場
合

は
、
順
延
と
な
り
ま
す
。

散
布
す
る
農
薬
は

ヒ
ノ
バ
イ
ジ
ェ
｝
粉
剤

　
　
十
ア
ー
ル
当
り
三
㎏

農
薬
の
効
果

い
も
ち
病
・
ニ
カ
メ
イ
チ
ュ
ウ

ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ

人
畜
に
は
低
毒

○
こ
の
農
薬
は
人
畜
に
は
低
毒
で
す
が

多
量
に
吸
い
込
む
こ
と
の
な
い
よ
う

　
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
家
畜
の
え
さ
に
は
、
お
お
い
を

○
洗
た
く
物
は
、
一
時
室
内
へ

○
養
魚
池
に
は
水
を
い
っ
ぱ
い
入
れ
、

薬
が
流
れ
で
る
よ
う
に

散
布
水
田
に
は
旗
が

　
散
布
す
る
水
田
に
は
、
三
角
形
の
白

い
旗
が
立
ち
ま
す
。

　
黄
色
の
旗
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
電
線

の
あ
る
場
所
を
知
ら
せ
る
た
め
の
も
の

で
す
。地

上
防
除
も
実
施

　
北
地
区
の
基
盤
整
備
の
終
っ
た
地
区

（
上
新
田
を
除
く
）
は
、
機
械
化
組
合

の
大
型
防
除
機
に
よ
る
地
上
防
除
を
行

い
ま
す
。
　
（
防
除
に
つ
き
ま
し
て
の
お

問
合
せ
は
産
業
課
へ
ど
う
ぞ
）

痛塵擁毫、

舳鵡
　
こ
の
六
月
ま
で
は
、
毎
月
第
三
木

鵡
曜
日
を
相
談
日
に
定
め
て
、
ご
相
談

陥酪
に
応
じ
、
み
な
様
か
ら
喜
ば
れ
て
ま

醐
い
り
ま
し
た
が
、
相
談
内
容
に
よ
っ

W
て
は
、
む
づ
か
し
い
法
の
解
釈
を
必

歯
醐
要
と
す
る
事
例
が
多
く
、
ま
た
裁
判

署
題
に
発
展
す
る
ケ
ー
ス
も
豊

陥
現
在
の
と
こ
ろ

い
配
今
一
歩
進
め
て

へ
㎜
の
ご
指
導
が
出

酬
来
得
な
い
実
情

ハ

M
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
村
で
は
、

バ

陥
明
る
い
社
会
と
村
民
の
み
な
様
の
福

い

㎜
　
祉
の
向
上
に
、
な
お
一

憾、
．
g
．
葦
3
‘
暮
｛
．
零
．
く
ご
．
く
．
ε
．
¢
8
．
．
言
．
（
．
’
、
．
曳
¢
零
～
’
、
‘
．
．
零
。
‘
．
’
、
く
’
・
．
く
’
、
く
．
・
、
。
転
’

楓
’
≧
’
．
．
く
’
、
く
．
．
．
．
く
．
．
、
く
’
．
．
く
．
．
．
．
く
’
．
．
．
啄
’
、
く
’
、
5
、
ご
．
’
、
く
’
、
く
’
、
く
．
．
、
く
ノ
。
．
く
，

価
配
ご
靴
相
談
日
が
変
更

毎
月
第
四
火
曜
日
に

隔
　
八
月
糞
十

中
　
知
事
と
県

空　
　
畑
知
事
と
県
政
に
つ
い
て
話
し
合
い

の
　
　
　
　
。

　
ま
せ
ん
か

年
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
県
政
に

昨
反
映
さ
せ
る
た
め
の
「
知
事
と
県
政
を

　
語
る
会
」
を
、
次
に
よ
り
開
催
い
た
し

　
ま
す
の
で
、
日
ご
ろ
、
お
考
え
に
な
っ

　
て
い
る
こ
と
を
ぜ
ひ
、
お
聞
か
せ
く
だ

　
さ
い
。

日政
．
≧
’
～
’
、
く
’
、
．
風
ノ
、
く
’
、
．
～
’
、
く
’
、
く
’
．
ξ
’
．
．
く
’
、
く
く
く
’
、
く
’
、
’
、
’
、
．
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
の
予
備

定
で
は
、
七
月
・
十
月
・
一
月
の
相
陥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M

談
日
に
弁
護
士
が
ま
い
り
ま
す
。
　
陥

こ
れ
を
機
会
に
毎
月
の
相
替
鷹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
毎
月
第
四
火
曜
日
の
　
　
蝋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隅

午
前
九
時
一
二
＋
分
か
ら
正
午
ま
で
に
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
変
更
い
た
し
ま
陥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舶

　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。
毎
回
の
陥

　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
に
は
、
△
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴇

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で
ど
お
り
の
摺

三
名
の
先
生
が
担
当
し
て
く
だ
さ
い
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

ま
す
。
誰
に
遠
慮
す
る
こ
と
も
、
恥
焔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
悩
み
ご
陥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

と
は
一
日
も
早
く
解
決
し
て
、
明
る
晶

い
元
の
姿
に
も
ど
る
こ
と
が
大
切
で
晶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舳

す
。
　
（
な
お
、
住
民
相
談
の
窓
口
を
鯖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

役
場
総
務
課
に
お
い
て
あ
り
ま
す
の
糊

で
い
つ
で
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
．
㎜

9
監
響
。
、
‘
．
ご
．
く
く
9
監
ご
．
く
ノ
◎
．
（
．
9
鴛
厩
6
，
い
◎
．
『
く
9
～
，
・
．
く
9
◎
．
．
¢
g
．
9
齢
。
．
．
曳
9
．
。
．
9
覧
．
．
じ
－
．
～
，
。
曝
甲
く

　
　
ど
な
た
で
も

　
　
参
加
で
き
ま
す

を
語
る
会

　
当
日
は
、
知
事
を
初
め
、
主
な
部
局

の
責
任
者
も
出
席
い
た
し
ま
す
。

◎
日
時
　
八
月
三
十
日
（
土
）
午
後
二

　
　
　
　
時
か
ら
五
時
ま
で

◎
会
場
　
埼
玉
県
熊
谷
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
な
お
、
く
わ
し
く
は
、
熊
谷
地
方
県

　
民
セ
ン
タ
：

　
　
電
話
　
　
（
二
三
）
二
、
八
〇
一
へ

農
業
委
員
異
動

　
小
原
農
業
協
同
組
合
推
せ
ん
の
農
業

委
員
で
あ
り
ま
し
た
井
上
啓
一
郎
組
合

長
さ
ん
が
、
こ
の
五
月
に
退
職
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
後
任
に
、
小
原
農
業
協
同

組
合
理
事
の
井
上
大
炊
介
さ
ん
（
大
字

小
江
川
一
、
五
九
五
）
が
就
任
い
た
し

ま
し
た
。

　
　
春
ま
ゆ
の
出
荷
量

　
桑
の
成
育
も
順
調
に
進
み
、
さ
い
わ

い
、
病
気
の
害
も
少
な
か
っ
た
春
蚕
は

平
年
作
以
上
の
成
績
と
な
り
、
村
全
体

で
、
約
九
万
五
千
八
百
キ
ロ
の
収
量
が

あ
り
、
販
売
金
額
は
、
一
億
五
千
万
円

以
上
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
水
稲
の
植
付
面
積

　
こ
と
し
の
水
稲
植
付
面
積
は
、
お
よ

そ
次
の
と
お
り
で
す
。

日
本
晴
…
一
一
二
八
恥
　
日
本
マ
サ
リ
…

一
七
％
　
コ
シ
ヒ
カ
リ
…
四
也
　
そ
の

他
…
一
五
肱
　
モ
チ
…
二
二
恥

水
田
の
除
草
は
重
労
働
（
下
押
切
）
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旨

　
　
／

　
最
近
村
内
で
、
　
「
白
ア
リ
」
の
害
に

あ
っ
た
と
い
う
ご
家
庭
の
話
を
耳
に
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
七
月
の
初
め
、
御

正
新
田
の
あ
る
お
宅
に
伺
っ
て
、
現
場

を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
「
白
ア

リ
」
の
恐
ろ
じ
さ
を
聞
い
て
参
り
ま
し

た
の
で
、
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　
こ
こ
の
お
宅

は
、
回
り
を
畑

に
囲
ま
れ
て
、

以
前
は
篠
や
ぶ

だ
っ
た
所
を
整

地
し
て
四
年
前

に
新
築
し
た
そ

う
で
す
。

　
さ
っ
そ
く
現

場
を
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た

が
、
そ
こ
は
、

不
断
湿
ゆ
気
の

多
い
フ
ロ
場
で

し
た
。

　
し
か
し
、
フ

ロ
場
の
土
台
や

柱
も
表
面
は
、

　
　
　
　
　
　
ほ
と
ん
ど
変
化
は
な
く

な
ん
と
も
な
さ
そ
う
で
し
た
が
、
火
ば

し
で
押
し
て
み
る
と
、
簡
単
に
突
刺
っ

ノ那

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
「
白
ア
リ
」
は
、
床
下

か
ら
侵
入
し
て
、
目
に
見
え
な
い
所
か

ら
、
表
面
に
向
っ
て
喰
い
荒
ら
す
の
で

普
通
で
は
材
木
が
ブ
ク
ブ
ク
に
な
る
ま

で
気
が
付
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ど
ろ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
こ
の
ご
家

　
　
　
　
　
　
　
　
か
庭
で
は
、
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
そ
く
「
白

　
　
　
　
　
　
　
　
す
ア
リ
」
を
専

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
門
に
駆
除
す

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
影
る
業
者
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た
俵
頼
し

　
　
　
　
　
　
　
　
て
た
そ
う
で
す
・

　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
‘
一
度
食
い
荒

　
　
　
　
　
　
　
　
策
さ
れ
た
土
台

　
　
　
　
　
　
　
　
対
や
柱
は
・
も

　
　
　
　
　
　
　
　
辺

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
う
元
に
戻
り

　
　
　
　
　
　
　
㎜
ア
ま
せ
ん
・

　
　
　
　
　
　
　
灘
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
早
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
見
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
羽
ア
リ
が

　
庭
先
き
、
家
の
中
な
ど
を
飛
ん
で
い

　
る
の
を
見
か
け
た
ら
、
狙
わ
れ
て
い

　
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
、
〆
）

○
白
ア
リ
は
、
建
物
の
下
の
方
か
ら
食

　
い
始
め
る
の
で
、
ま
ず
土
台
（
基
礎

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
の
材
木
）
を
火

　
ば
し
な
ど
で
押
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
火
ば
し
が
ズ
ブ
ー
と
入
る
よ
う
で

　
は
、
重
傷
で
す
か
ら
、
こ
れ
以
上
被

　
害
が
広
が
ら
な
い
よ
う
駆
除
し
て
く

　
だ
さ
い
。

　
白
ア
リ
の
巣

　
お
宅
の
家
の
回
り
に
次
の
よ
う
な
場

所
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
そ
こ
が
「
白
ア
リ
」
の
巣
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

◎
　
最
近
新
築
し
た
家
で
、
屋
敷
内
に

　
古
材
が
放
置
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

　
る
。

◎
　
畑
に
ビ
ニ
ー
ル
や
紙
類
が
長
い
間

　
放
置
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

…
：
白
ア
・
リ
は
、
普
通
一
つ
の
巣
に
五

万
か
ら
十
万
匹
が
組
織
を
作
っ
て
共
同

生
活
を
し
て
い
る
と
い
わ
れ
、
食
糧
で

あ
る
木
材
を
求
め
て
、
古
い
家
・
新
し

い
家
の
見
境
い
な
く
、
ま
た
、
ネ
ズ
ミ

の
よ
う
に
ガ
リ
ガ
リ
と
か
じ
る
音
も
た

て
ず
に
静
か
に
侵
入
し
て
き
ま
す
。

　
大
切
な
マ
イ
ホ
ー
ム
を
自
ア
リ
の
食

糧
庫
に
し
な
い
よ
う
、
も
う
一
度
、
点

検
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

…
：
百
科
辞
典
を
見
る
と
、
白
ア
リ
の

え
さ
は
、
材
木
・
腐
植
土
・
草
・
キ
ノ

コ
な
ど
で
巣
は
地
中
・
材
木
の
中
な
ど

に
作
り
、
日
本
に
す
む
種
類
の
う
ち
被

　
　
　
　
　
　
　
暑
さ
と
と
も
に
、

　
　
　
　
　
　
水
道
の
使
用
量
も
ウ

　
　
　
　
　
　
ナ
ギ
登
り
と
な
り
、

　
　
　
　
　
　
揚
水
ポ
ン
プ
の
全
部

を
性
能
い
っ
ぱ
い
に
回
転
し
て
も
、

高
台
地
区
で
は
、
断

水
の
た
め
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
、
現
在
の

給
水
能
力
で
は
、
こ
れ
以
上
ど
う
す

る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　
断
水
を
最
小
限
に
く
い
と
め
る
た

節
水
の
お
ね
が
い

　
　
い
の
ち
の
水
を
大
切
に

め
に
は
、
皆
さ
ん
の
節
水
に
対
す
る

ご
協
力
と
ご
理
解
を
い
た
だ
く
ほ
か

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
ね

が
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
み
な
さ
ん
の
お
宅
で
、
蛇

　
　
　
　
　
　
口
が
こ
わ
れ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
り
、
配
管
に
ひ
び
が

　
　
　
　
　
　
人
っ
て
漏
水
し
て
い

る
箇
所
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
と

こ
ろ
か
ら
、
ポ
タ
リ
、
ポ
タ
リ
の
漏

水
で
も
一
日
に
約
十
三
リ
ッ
ト
ル
が

捨
て
ら
れ
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

害
の
大
き
い
も
の
は
、
ヤ
マ
ト
シ
ロ
ア

リ
と
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
が
あ
り
、
と
く
に

住
宅
に
は
、
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
の
害
が
顕

著
で
、
防
除
法
は
、
建
築
用
材
を
殺
虫

剤
で
処
理
し
た
り
、
土
台
の
周
囲
の
土

中
に
殺
虫
剤
を
混
入
し
て
侵
入
加
害
を

防
ぐ
。
最
近
で
は
、
こ
れ
ら
の
防
蟻
防

腐
処
理
剤
に
油
剤
・
乳
剤
・
粉
剤
な
ど

が
市
販
さ
れ
効
果
を
あ
げ
て
い
る
、
と

あ
り
ま
し
た
。

白
ア
リ
が
う
よ
う
よ
マ
ッ
チ
棒
と
比
較

ノ
＼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
季
節

　
　
　
　
　
　
　
　
の
話
題

　
真
夏
で
す
。
焼
け
つ
く
よ
う
な
太
陽

の
光
を
浴
び
て
、
ひ
ま
わ
り
・
ダ
リ
ヤ

・
カ
ン
ナ
が
あ
ち
こ
ち
の
庭
先
に
咲
き

ほ
こ
り
、
　
「
せ
み
」
が
朝
か
ら
な
き
た

て
て
い
ま
す
。

　
わ
が
国
で
い
ち
ば
ん
暑
い
季
節
…
と

い
え
ば
、
七
月
の
下
旬
か
ら
八
月
の
中

旬
に
か
け
て
で
し
ょ
う
。

　
暦
の
う
え
で
は
、
八
月
七
日
は
「
立

秋
」
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
暑
さ
は
き
び

し
く
南
高
北
低
の
夏
型
の
気
圧
配
置
が

続
く
と
お
天
気
は
安
定
し
て
、
海
や
山

へ
出
か
け
る
の
に
は
好
都
合
で
す
。
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10月1日・国勢調査
　結果は行政の基礎資料に

一調査にご協力を一

　
会
簾
の
十
月
一

日
に
国
勢
調
査
が

お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、

大
正
九
年
か
ら
五

年
目
ご
と
に
実
施

さ
れ
、
今
回
は
、

十
二
回
目
に
あ
た

り
ま
す
。

　
国
勢
調
査
は
、
．

江
南
村
に
住
ん
で

い
る
か
た
を
一
人

一
人
も
れ
な
く
調

査
す
る
大
規
模
な

統
計
調
査
で
、
こ

れ
は
、
全
国
い
っ

せ
い
に
お
こ
な
わ

れ
ま
す
。

　
調
査
票
の
配
布

　
調
査
票
は
、
九
月
二
十
四
日
か
ら
、

三
十
日
ま
で
の
問
に
、
調
査
員
が
各
世

帯
に
配
布
し
、
こ
の
時
、
記
入
例
も
同

時
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

　
記
入
方
法
は

　
十
月
一
日
現
在
の
状
況
を
記
入
例
を

参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
黒
鉛
筆
で
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

調
査
表
の
回
収

　
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た
調
査
票
は

十
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
に
、
調
査
員

単位人国勢調査による人ロの推移

一
・
（

／

年 人　口 男、 女 性別比

大正9年 6，079 2，789 3，090 96．7
14 6，076 2，991 3，085 97．0

昭和5年 6，257 3，080 3，177 96．9
10 6，299 3，086 3，213 96．0
15 6，490 3，229 3，261 99．0
22 7，841 3，782 4，059 93．2
25 7，992 3，899 4，093 95．3
30 8，095 3，964 4，131 96．（）

35 7，801 3，845 3，956 97．2
40 7，709 3，841 3，868 99．3
45 8，485 4，392 4，093 107．3

が
回
収
に
う
か
が
い
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
広
範
囲
に
利
用

　
国
勢
調
査
の
結
果
は
、
い
ろ
い
ろ
な

分
野
で
利
用
さ
れ
ま
す
が
、
お
も
な
も

の
を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
、
議
員
定
数
・
選
挙
区
の
決
定

一
、
過
密
・
過
疎
対
策
・
地
域
計
画

一
、
地
方
公
共
団
体
へ
の
交
付
税
算
定

　
　
基
礎
資
料

一
、
社
会
福
祉
対
策

一
、
雇
用
・
交
通
・
住
宅
対
策

　
こ
の
よ
う
に
、
調
査
結
果
は
、
行
政

の
重
要
な
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
の
で

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
調
査
に
つ
き
ま
し
て
の

お
た
ず
ね
は
、
調
査
員
か
役
場
企
画
課

へ
ど
う
ぞ
。

詠の　’oギC以　　　　　　　疋　　　　　　　も　な　　　　　　　㊥：性別比は、女性100人に対し、男性が何人かを表わします。

　
　
　
県
営
住
宅
の

　
　
　
　
　
　
　
　
申
告
登

　
県
は
、
昭
和
五
十
年
度
の
県
営
住
宅

入
居
者
募
集
か
ら
、
入
．
居
者
の
選
考
方

法
を
優
先
入
居
方
式
に
切
り
替
え
る
た

め
に
、
　
「
申
告
登
録
制
」
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
概
要
は

一
、
県
営
住
宅
に
入
居
を
希
望
す
る
世

　
帯
は
、
申
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
申
告
い
た
し
ま
す
と
、
県
に
登
録

　
さ
れ
ま
す
。

登
録
の
区
分

二
、
登
録
さ
れ
た
世
帯
は
、
優
先
入
居

　
世
帯
と
一
般
入
居
世
帯
に
区
分
け
さ

　
　
高
層
化
さ
れ
た
県
営
住
宅

ρ
れ録入ま

需制居
　を者
　実募
　施集

優
先
入
居
で
き
る
世
帯
は

○
母
子
世
帯
　
○
老
人
世
帯
　
○
身
体

障
害
者
世
帯
　
○
県
営
住
宅
が
建
設
し

て
あ
る
市
町
村
に
居
住
し
て
い
る
世
帯

優
先
ま
た
は

　
　
　
　
一
般
の
区
分
は

　
優
先
入
居
世
帯
、
お
よ
び
一
般
入
居

世
帯
の
入
居
順
位
は
、
居
住
年
数
と
家

族
数
を
基
準
に
し
て
決
定
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
申
告
登
録
制
は
各
市
町
村

ご
と
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
世
帯
の
数

を
つ
か
む
た
め
と
、
今
後
の
住

宅
供
給
計
画
を
た
て
る
基
礎
資

料
と
し
て
も
活
用
さ
れ
ま
す
。

申
告
の
資
格
は

e
埼
玉
県
内
に
住
所
、
ま
た
は

勤
務
先
が
あ
る
こ
と
。
口
す
で

に
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（

婚
約
者
を
含
む
。
）
が
あ
る
こ
と
。

　
た
だ
し
、
不
自
然
な
家
族
構

成
に
よ
る
申
告
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
現
在
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
な
か
た
。
た
だ

し
、
自
己
用
住
宅
の
あ
る
か
た
、

お
よ
び
、
公
営
の
住
宅
に
入
居

し
て
い
る
か
た
は
、
申
告
で
き
ま
せ
ん
。

四
申
告
時
か
ら
過
去
一
年
間
の
総
収
入

が
次
表
の
基
準
に
あ
て
は
ま
る
か
た
。

◎
申
告
書
（
申
込
み
書
）
の
用
紙
は

　
県
営
住
宅
に
入
居
ご
希
望
の
か
た
は

役
場
建
設
課
に
申
込
み
書
が
備
え
て
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

受
付
の
日
時

　
　
　
　
お
よ
び
場
所

日
時
…
九
月
十
七
日
（
水
）
午
前
十
時

　
　
　
か
ら
午
後
三
時
ま
で

場
所
…
江
南
村
役
場
会
議
室

◎
当
日
は
、
県
の
職
員
が
受
付
け
い
た

　
し
ま
す
。
　
（
県
営
住
宅
の
入
居
募
集

に
つ
い
て
の
お
た
ず
ね
は
、
役
場
建
設

課
へ
ど
う
ぞ
。
　
　
有
線
　
三
七
五
一

㊧
　
扶
養
親
族
0
人
は
婚
約
者
な
ど
で
す

扶　養

親族数

給与所得者 事業所得者
総収入金額（鞭粛） 所得金額（鞭葡

第　1　種 第　2　種 第　1　種 第　2　種

0　人
93昇oo1

1，301，999

？
9
3
a 　oOO

43昇oo1

78（工000

？
4
3
2
， 000

1人
1，124，001
　～
1，603，999

　？
1，124，000

624，001
　～

972，000

？
6
2
4
， 000

2　人 L36浄ooo
1，877，999

　？
1，361，999

　816、OO1
　～
1，164，000

？
8
1
◎ 000

3　人
1，656，000
　～
2，151，999

　？
1，655，999

1．00＆001
　～
1，35（5，000

　（i》

1，00a　oOO

4　人
1，930，000
　～
2．425999

　？
1．955999

1，200，001
　～
1，54aoOO

　？
1，200，000

5　人
2，204，000
　～2701ggg

　？
2203999

L39昇OOl
1740000

　？
1392000

6　人
2，47亀000
　～
2．975999

　9
2，472ち999

1，584，001
　～
1，93a　oOO

　？
1．584000
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融
和
運
動
か
ら
真
の
解
放
へ

　
被
差
別
部
落
の
人
た
ち
は
、
仕
事
や

教
育
の
面
で
社
会
か
ら
立
ち
お
く
れ
、

ま
た
貧
し
さ
と
長
い
年
月
に
わ
た
る
社

会
か
ら
の
圧
迫
と
に
よ
り
、
差
別
を
運

命
と
し
て
泣
き
寝
入
り
し
た
り
、
と
き

に
は
粗
暴
な
行
動
を
と
っ
て
、
自
ら
を

傷
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
ま
た
、
社
会
か
ら
差
別
を
受
け

る
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
被
差
別
部
落
の
一

部
の
富
農
や
富
商
は
、
被
差
別
部
落
の

人
た
ち
の
自
覚
を
高
め
、
被
差
別
部
落

か
ら
差
別
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
を
な
く

そ
う
と
、
物
心
両
面
に
わ
た
る
生
活
改

善
運
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。
代
表
的
な

も
の
と
し
て
は
、
明
治
三
十
五
年
岡
山

県
で
結
成
さ
れ
た
“
備
作
平
民
会
”
、

翌
三
十
六
年
全
国
的
な
解
放
の
組
織
と

し
て
つ
く
ら
れ
た
“
大
日
本
同
胞
融
和

会
”
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
こ
れ
ら
の
運
動
は
、
差
別
や

貧
困
を
生
み
出
し
て
い
る
根
本
の
問
題

に
ふ
れ
て
、
社
会
的
差
別
と
真
に
対
決

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
被
差

別
部
落
の
人
び
と
が
自
分
の
生
活
を
改

善
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
に
融
け

あ
っ
て
い
こ
う
と
い
う
、
融
和
主
義
の

運
動
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
動
嚢
匙
対
し
て
、
政
府

は
、
初
期
の
社
会
主
義
運
動
と
結
び
つ

く
の
を
警
戒
し
、
日
露
戦
争
後
に
全
国

の
部
落
調
査
と
部
落
改
善
策
に
手
を
つ

け
は
じ
め
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
風
俗
、

衛
生
、
言
動
な
ど
を
な
お
す
と
い
う
程

同
和
対
策
シ
リ
ー
ズ
⑧

度
の
も
の
で
し
た
。

　
大
正
期
に
入
り
ま
す
と
、
融
和
運
動

は
さ
ら
に
進
ん
で
き
ま
す
が
、
上
か
ら

の
同
情
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
生
活
の

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
市
民
的
権
利
を
保
障

さ
れ
て
い
な
い
被
差
別
部
落
の
現
実
を

み
つ
め
、
社
会
的
低
位
性
を
高
め
て
い

く
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
大
正
中
期
に
な
り
ま
す
と
、
婦
人
解

放
運
動
や
ロ
シ
ア
革
命
な
ど
の
影
響
を

受
け
て
、
被
差
別
部
落
の
中
に
も
自
分

た
ち
の
手
で
差
別
を
な
く
そ
う
と
い
う

動
き
が
芽
ば
え
て
き
ま
し
た
。
な
か
で

も
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、

大
正
七
年
に
起
こ
っ
た
米
騒
動
で
す
。

　
米
騒
動
に
は
、
被
差
別
部
落
か
ら
も

多
く
の
人
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
政
府
は
、
米
騒
動
に
み
ら
れ
た
被
差

別
部
落
の
人
た
ち
の
力
を
恐
れ
、
一
方

で
は
取
締
り
を
強
化
し
、
ま
た
一
方
で

は
不
満
を
や
わ
ら
げ
る
た
め
に
、
は
じ

め
て
国
家
予
算
を
計
上
し
て
融
和
政
策

を
進
め
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
被
差
別
部
落
の
人
た
ち
は

こ
れ
で
満
足
し
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
部
落
差
別
を
何
ら
か
の
方
法

で
克
服
し
よ
う
、
差
別
に
抗
議
し
て
立

ち
あ
が
ろ
う
、
と
い
う
気
運
が
各
地
で

次
第
に
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
高

■
ま
り
が
、
大
正
十
一
年
三
月
三
日
の
全

国
水
平
社
創
立
と
な
る
の
で
す
。

（
部
落
解
放
同
盟
埼
玉
県
連
合
会
執

行
委
員
長
　
野
本
勝
彦
先
生
）

税
の
コ

ナ

五
十
年
度
三
期
分
か
ら

　
昭
和
五
十
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

に
つ
い
て
は
、
療
養
給
付
費
の
上
昇
に

よ
り
、
前
年
に
対
し
て
、
二
十
六
％
増

の
四
千
二
百
六
十
二
万
円
を
予
算
に
組

み
入
れ
ま
し
た
。

　
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
す
で
に

四
月
、
六
月
の
二
回
に
わ
た
り
、
保
険

税
を
納
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が

こ
れ
は
、
昨
年
度
の
資
料
に
基
づ
い
て

仮
に
課
税
さ
れ
た
額
で
あ
り
、
こ
と
し

の
課
税
資
料
が
確
定
す
れ
ば
当
然
そ
れ

に
見
合
っ
た
額
に
修
正
の
う
え
、
三
期

分
か
ら
、
昭
和
五
十
年
度
の
税
率
で
課

税
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
法
の
準
用
規
定
に
よ

り
ま
す
と
、
保
険
税
の
率
に
つ
い
て
は

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
条
例
に
よ
っ
て

毎
年
適
正
な
課
税
が
行
な
え
る
よ
う
な

仕
組
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
改
正
さ
れ
ま
し
た
税
率
は

ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ

8月の納税
　村・県民税第2期分

　国民健康保険税第3期分

　　納期…9月1日まで

　9月の納税
　固定資産税第3期分

　　納期…9月30日まで

　◆完納は国のしあわせ

　　　　みんなの幸福◆
⑫

次
の
表
の
と
お
り

で
す
。

　
な
お
、
低
所
得

者
世
帯
に
対
す
る

軽
減
額
は
、
平
均

約
三
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
も
引
き
上
げ
ら

れ
ま
も
た
。

改正された税率
区　分 本年度 前年度

所得割額
2．20 1．00

100 100

資産割額
20．40 18．60

100 100

均等割額 1人につき
4，730円

1人にっき
a550円

平等割額
1世帯にっき

6，710円

1世帯につき

5190円

住
宅
と
税
金

　
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
、
自
分
の
巣
を
持
た

ず
、
ウ
グ
イ
ス
の
巣
に
産
卵
し
て
、
育

て
ら
れ
る
チ
ャ
ッ
カ
リ
屋
で
す
。

　
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
話
は
さ
て
お
き
、
マ

イ
ホ
ー
ム
と
税
の
関
係
に
つ
い
て
、
お

話
し
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

固
定
資
産
税

　
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
土
地
を
買
っ

た
り
し
た
時
は
「
固
定
資
産
税
」
が
か

か
り
、
こ
れ
は
㍉
建
築
（
取
得
）
し
た

翌
年
か
ら
、
不
動
産
価
額
（
固
定
資
産

課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
）
の
一

・
四
％
を
毎
年
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
百
平
方
m
以

下
の
新
築
住
宅
は
、
三
年
問
税
額
が
半

額
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
宅
地
の
固
定
資
産
税
は
、
土

地
の
面
積
に
よ
っ
て
税
額
が
変
り
ま
す
。

不
動
産
取
得
税

　
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
土
地
を
買
っ

た
と
き
は
、
一
回
だ
け
「
不
動
産
取
得

税
」
が
か
か
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
不
動
産
価
格
（
固
定
資
産

台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
）
の
三
％
が

標
準
税
率
で
す
が
、
新
築
住
宅
の
場
合

に
は
、
不
動
産
価
格
か
ら
二
百
三
十
万

円
を
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

登
録
免
許
税

　
不
動
産
を
取
得
す
る
と
、
所
有
権
の

移
転
や
保
存
の
登
記
が
必
要
に
な
り
、

こ
の
と
き
に
は
、
　
「
登
録
免
許
税
」
が

か
か
り
ま
す
。

　
所
有
権
の
移
転
や
保
存
登
記
は
○
・

六
％
の
税
率
で
す
が
、
新
築
住
宅
の
場

合
は
○
・
一
％
で
す
み
ま
す
。

　
た
だ
し
、
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
新
築
し
た
住
宅
で
、
新
築
後
一

年
以
内
に
所
有
権
の
保
存
登
記
を
し
、

さ
ら
に
、
床
面
積
が
百
六
十
五
平
方
m

以
下
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
条
件
が
必
要

で
す
。

●
熊
谷
税
務
署
　
雪
二
ー
二
九
〇
五

γ
）

）
）
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同
和
対
策
事
業

成
沢
新
沼
改
修
エ
事
完
成

　
昭
和
四
十
九
年
度
同
和
地
区
農
業
振

興
事
業
と
し
て
、
成
沢
地
内
新
沼
の
護

岸
改
修
工
事
が
六
月
下
旬
に
完
成
い
た

し
ま
し
た
。

　
総
工
費
は
、
約
三
百
万
円
で
、
要
所

は
、
平
板
ブ
ロ
ッ
ク
で
固
め
ら
れ
ま
し

た
。

　
貯
水
能
力
の
少
な
か
っ
た
こ
の
沼
が

こ
の
工
事
に
よ
り
、
常
時
二
m
の
水
深

を
た
も
て
る
よ
う
に
な
り
、
今
後
の
農

業
に
お
お
い
に
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

〔
（
／

む
　
　
ち
ゃ
く

無
着

先
生
講
演

　
　
　
南
小
体
育

　
田
植
も
ほ
ぼ
終
っ
た
六
月
二
十
九
日

関
係
者
の
か
た
が
た
の
ご
支
援
が
実
り

無
着
先
生
の
講
演
会
が
南
小
体
育
館
で

催
さ
れ
、
熱
心
な
講
演
に
満
場
の
み
な

さ
ん
を
引
き
着
け
ま
し
た
。

　
聴
講
さ
れ
た
二
人
の
か
た
か
ら
感
想

文
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

　
　
塩
　
　
　
　
中
島
　
文
恵

　
今
日
は
南
小
P
T
A
主
催
の
無
着
成

恭
氏
の
講
演
の
日
で
あ
る
…
（
中
略
）

　
無
着
先
生
は
、
東
北
の
文
学
者
で
あ

り
、
真
実
の
農
民
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
詩
「
雨
に
も
ま
け
ず
」

の
作
者
で
あ
る
宮
沢
賢
治

の
研
究
者
と
し
て
、
私
は

知
っ
て
い
る
。
ま
た
、
教

育
の
実
践
家
で
あ
り
、
評
論
家
で

も
あ
る
。
著
書
に
「
山
び
こ
学
校
」
な
ど

も
あ
り
、
ま
た
、
ラ
ジ
オ
の
子
供
電
話

相
談
室
な
ど
を
通
じ
、
素
朴
な
地
方
な

ま
り
の
あ
る
会
話
に
泥
く
さ
さ
を
感
じ

農
民
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
事
に
、
非

常
な
親
し
み
を
感
じ
て
い
た
。

　
「
都
会
と
田
舎
の
谷
間
」
で
の
演
題

の
も
と
、
二
時
間
余
の
長
時
間
、
、
迫
力

に
満
ち
た
講
演
は
、
さ
す
が
に
マ
ス
コ

　
　
　
　
　
　
館
で

ミ
の
寵
児
。
実
践
を
通
し
て
の
理
論
は

満
場
の
人
々
の
心
を
逃
す
こ
と
な
く
引

付
け
十
分
な
説
得
感
を
与
え
た
事
と
思

う
。
同
じ
軍
人
で
あ
る
横
井
さ
ん
、
小

野
田
さ
ん
、
浮
慮
記
の
文
学
者
、
大
岡

昇
平
氏
の
人
間
像
を
通
じ
教
育
の
恐
ろ

し
さ
が
切
実
に
思
わ
れ
る
。
上
部
か
ら

命
令
さ
れ
た
事
を
忠
実
に
実
行
す
る
教

育
の
あ
り
か
た
、
学
校
を
絶
対
視
し
、

学
校
を
出
な
け
れ
ば
、
立
身
出
世
が
出

来
な
い
。
記
憶
力
の
み
の
教
育
な
ど
、

明
治
以
来
の
教
育
の
あ
り
方
が
内
容
的

に
も
制
度
的
に
も
完
全
な
ゆ
き
づ
ま
り

　
　
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
の
教

　
　
　
　
育
の
あ
り
方
で
は
、
日
本
民

　
　
　
　
族
の
生
気
は
う
し
な
わ
れ
、

　
　
　
　
滅
亡
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
物
事
の
本
質
を
見
き
わ
め
適

　
　
確
に
判
断
出
来
る
人
間
を
育
て
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
力
説
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
日
本
民
族
が
発
展
す
る
の
も
、

崩
壊
し
て
行
く
の
も
今
が
谷
間
の
時
で

あ
る
と
。
　
（
中
略
）
数
日
を
経
た
今
、

色
々
な
事
を
考
え
合
せ
講
演
内
容
の
重

要
性
を
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
須
賀
広
　
　
高
橋
　
久
子

　
先
生
は
、
半
袖
シ
ャ
ツ
に
ジ
ャ
ン
パ

ρ
（

1
。
そ
し
て
歌
の
文
旬
の
よ
う
に
、
腰

に
手
拭
を
ぶ
ら
さ
げ
て
と
い
う
軽
装
で

し
た
。
ラ
ジ
オ
で
有
名
な
先
生
と
は
思

え
ぬ
親
近
感
の
あ
る
先
生
で
し
た
。

　
講
演
中
は
、
手
拭
で
汗
を
ふ
き
な
が

ら
、
ま
た
、
そ
の
手
拭
を
に
ぎ
り
し
め

な
が
ら
の
熱
演
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に

終
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し

た
。
講
演
は
、
現
在
の
教
育
は
谷
間
に

き
て
い
る
。
日
本
に
お
け
る
明
治
以
来

の
学
校
教
育
が
内
容
的
に
も
、
制
度
的

に
も
、
完
全
に
ゆ
き
づ
ま
っ
て
い
る
と

み
て
い
る
。
そ
し
て
、
日
本
の
教
育
が

こ
の
ま
ま
進
行
す
れ
ば
、
民
族
の
生
気

は
失
な
わ
れ
、
衰
弱
し
て
、
や
が
て
は

滅
亡
が
お
と
ず
れ
る
だ
ろ
う
。
と
予
想

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
先
生
の
講
演

の
内
容
は
、
先
生
の
著
書
で
あ
る
「
教

育
の
恐
ろ
し
さ
と
大
切
さ
」
と
い
う
本

に
く
わ
し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、

皆
様
も
お
読
み
に
な
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
こ
の
講
演
の
機
会
を
作
っ

て
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の
皆
様
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
楽
し
い
夏
休
み

一
歩
ま
ち
が
え
ば
非
行
化
に

　
夏
休
み
は
、
学
校
生
活
か
ら
解
放
さ

れ
た
気
持
の
ゆ
る
み
か
ら
、
非
行
化
す

る
少
年
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
を
非
行
か
ら
守
る
た
め
に
は

大
人
ひ
と
り
び
と
り
が
、
こ
ど
も
に
対

し
て
、
暖
か
い
愛
情
と
関
心
を
も
っ
て

指
導
・
助
言
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
ど
も
た
ち
に
、
元
気
で
健
や
か
な

夏
休
み
を
過
さ
せ
る
た
め
に
次
の
よ
う

な
こ
と
に
注
意
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
○
規
則
正
し
い
生
活

　
夏
休
み
は
、
不
規
則
な
生
活
と
な
り

が
ち
で
す
か
ら
、
生
活
の
プ
ラ
ン
を
立

て
さ
せ
、
自
由
の
中
に
も
リ
ズ
ム
を
く

ず
さ
な
い
よ
う
に
。

　
○
夜
遊
　
び

　
夏
祭
り
、
盆
踊
り
と
楽
し
い
夜
の
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
、
出
歩
く
機
会
が

多
い
季
節
で
す
が
、
無
計
画
な
外
出
は

非
行
に
お
ち
い
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
行
先
を
明
ら
か
に
し
、
早
く
帰
る
よ

う
言
い
聞
か
せ
、
余
分
な
お
金
は
も
た

せ
な
い
よ
う
に
。

　
○
友
　
だ
　
ち

　
少
年
の
場
合
、
と
く
に
友
人
か
ら
受

け
る
影
響
は
大
変
な
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
良
い
友
達
よ
り
、
悪
い
友

達
と
の
結
び
つ
き
の
方
が
早
い
も
の
で

す
。

　
日
頃
、
よ
く
注
意
し
て
持
物
や
服
装

な
ど
変
っ
た
と
こ
ろ
が
な
い
か
、
こ
ま

か
い
点
に
ま
で
気
を
く
ば
り
、
こ
ど
も

の
行
動
に
よ
く
注
意
し
て
、
交
友
関
係

を
つ
か
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

夏
の
健
康

　
　
暑
さ
と
だ
る
さ

　
寒
い
と
き
に
は
気
が
つ
か
な
か
っ
た

ち
ょ
っ
と
し
た
作
業
に
も
、
暑
く
な
っ

て
同
じ
よ
う
に
ゃ
ろ
う
と
す
る
と
、
疲

れ
が
身
に
こ
た
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
暑
さ
に
抵
抗
す
る
体
内
の

新
陳
代
謝
が
盛
ん
に
な
っ
で
、
た
く
さ

ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
消
耗
さ
れ
る
た
め

で
す
。

　
た
と
え
ば
、
気
温
が
二
十
度
の
と
き

と
三
十
度
の
と
き
の
作
業
量
は
同
じ
で

も
、
二
十
度
の
と
き
の
二
十
倍
も
疲
れ

る
と
い
う
調
査
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ご
ろ
は
、
よ
く
乗
り
物
の
中
な

ど
で
居
眠
り
を
し
て
い
る
人
を
見
か
け

ま
す
が
、
疲
労
回
復
の
た
め
に
は
、
ま

聚
刷
樋
覇
傑
，
…

公
榛
蝿
L
購
㎜

嚇
鰍
灘
鮪

輕
蒲
臨
鍵

虫
目
　
　
場
時
間
者
料
　
始
所
　
　
M

団
　
　
演
場
響
㎜

欄
会
日
時
出
入
前
前
㎜

“
葦
～
’
・
養
㌔
≦
≦
●
さ
｛
ビ
く
’
、
く
’
、
く
」
㌧
く
“
●
こ
ノ
、
く
’
、
‘
・
’
、
或

ず
、
か
ら
だ
を
休
め
る
こ
と
が
一
番
い

い
こ
と
で
す
。

　
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
眠
れ
る
人
は

そ
れ
だ
け
新
陳
代
謝
が
お
う
盛
で
、
健

康
な
証
拠
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

ま
う
人
に
昼
寝
を
お
す
す
め
す
る
わ
け

に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。

　
や
は
り
、
暑
く
て
寝
ら
れ
な
い
と
い

う
人
で
も
眠
る
の
で
は
な
く
、
か
ら
だ

を
休
め
る
た
め
に
横
に
な
る
の
だ
と
理

解
す
れ
ば
、
案
外
ら
く
に
疲
れ
は
い
や

さ
れ
ま
す
。

　　高校生の皆さん
　　税の作文に応募してみませんか
　国税庁は、いま全国の高校生のみなさんから税
金をテーマにした作文を募集しています。
○テーマ………税に関することならなんでも結構
　　です。

○字数など………1人1編で3，QOO字以内。末尾
　　に住所、氏名、性別、学校名、学年、学校の
　　所在地を書いてください。
○しめ切り………9月5日までに、熊谷税務署へ
　　お届けください。
○賞………優秀作品には、賞状と記念品が贈られ
　　ます。

衛生関係行事予定表
月 行　　　　事 対　象　者 場　　所 時　　　間

8
　
　
月

11日妊婦検診 村内の妊婦全員 母子センター 1：30

18～27日住民検診 各字一個所 9：30～3：00

9
　
　
　
　
月

1日3カ月児相談 50，6月生まれ 母子センター 1：00
11日　種　　　痘 49．4．1～49．9．30 〃 2：00
12日　栄養指導車 希　　望　　者

18日　種痘判定 49。4．1～49。9．30 母子センター 2：00

21日　妊婦検診 村内の妊婦全員 〃 1：30
30日子宮ガン検診 村内の女性 〃

織華
購購

塩
の
使
い
か
た
あ
れ
こ
れ

◇
料
理
の
と
き
に

1
　
魚
や
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
の
臭
い
が
手

　
に
つ
い
た
と
き
は
、
塩
で
よ
く
も
ん

　
で
洗
う
と
落
ち
ま
す
。

2
　
干
ぴ
ょ
う
は
塩
で
も

　
み
、
よ
く
洗
っ
て
か
ら

　
ゆ
で
る
と
、
柔
ら
か
く

　
昧
も
よ
く
な
り
ま
す
。

3
　
豆
腐
を
い
ろ
い
ろ
な

　
形
に
切
り
た
い
時
は
、

　
水
ニ
リ
ッ
ト
ル
に
塩
を

　
ひ
と
に
ぎ
り
の
割
合
で

　
ま
ぜ
、
二
十
分
ほ
ど
つ

　
け
て
か
ら
切
る
と
形
が

　
く
ず
れ
ず
に
切
れ
ま
す
。

4
　
ゆ
で
卵
は
、
塩
水
で

　
ゆ
で
て
か
ら
水
で
冷
や

　
す
と
、
皮
が
む
き
や
す

　
く
、
カ
ラ
に
ひ
び
が
入

　
っ
た
と
き
で
も
、
白
味

　
が
流
れ
で
ま
せ
ん
。

「
盆
踊
り
」
へ

ど
う
ぞ
〃

柴
グ
ラ
ン
ド
で
八
月
二
十
三
日
か
ら

　
柴
千
代
青
年
部
が
結
成
さ
れ
た
記
念

事
業
の
一
つ
と
し
て
、
納
涼
盆
踊
り
大

会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
ご

近
所
お
さ
そ
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上

げ
ま
す
。
　
（
な
お
、
駐
車
場
が
狭
い
た

め
、
な
る
べ
く
車
の
ご
使
用
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

○
期
日
…
八
月
二
十
三
日
～
二
十
五
日

ま
で
　
○
場
所
…
ヂ
ー
ゼ
ル
社
宅
前

○

　
猫
と
鶏
た
ち

　
鶏
た
ち
が
病
気
を
し
て
い
る
こ
と
を

聞
い
た
猫
が
医
者
に
化
け
て
訪
ね
、

「
ご
容
態
は
い
か
が
で
す
か
」
と
尋
ね

ま
し
た
。

　
す
る
と
鶏
た
ち
は
答
え
て
、

「
え
、
有
難
う
さ
ま
。
早
く
あ
な
た
が

此
処
か
ら
立
ち
去
っ
て
下
さ
っ
た
ら
ス

グ
よ
く
な
り
ま
す
」

　
、
と

轟
簾

　
　
　
　
　
　
囑
・

云
い
ま
し
た
。

灘、
　
　
　
　
　
　
β

　
　
　
　
　
亀
雛

　
　
　
　
　
　
（
。
艦

こ
の
話
は
、
ど
ん
な
に
心
の
良
い
風
を

し
て
も
、
り
こ
う
な
人
に
は
本
性
が
見

わ
け
ら
れ
る
こ
と
を
教
え
て
い
ま
す
。

選
挙
で
う
ま
い
こ
と
を
云
っ
て
く
る
無

責
任
な
人
が
若
し
い
た
ら
こ
わ
い
で
す

ね
。
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